
消表対第３５８号 

令和３年３月１１日 

株式会社ＯＴＯＧＩＮＯ 

代表取締役 鬼武 公洋 殿 

消費者庁長官 伊藤 明子 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「ＯＸ ＭＩＳＴ」と称する商品（以下「本件商品」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に販売する本件商品に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、令和２年７月９日

及び同年８月２９日に、本件商品の容器に貼付したラベルにおいて、「成分：次亜

塩素酸水 ５０ｐｐｍ」と表示するなど、別表１「表示期間」欄記載の期間に、同

表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載のとおり表示

することにより、あたかも、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍである

かのように示す表示をしていたこと。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍを大幅に下回るもの

であったこと。 

イ 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、令和２年９月２４日

に、「楽天市場」と称するウェブサイトに開設した「おとぎの国」と称する自社ウェ

ブサイトにおいて、「・９９．９％瞬間除菌！ウイルスも瞬時に撃退！」等と表示す

るなど、別表２「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体に

おいて、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件商

品を使用することで、本件商品の内容物に接した菌及びウイルスが瞬時に９９．

９パーセント除菌及び除去される効果があるかのように示す表示をしていたこと。 

ウ(ｱ) 前記ア(ｱ)の表示は、前記ア(ｲ)のとおりであって、本件商品の内容について、一

般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示

　（公印省略） 

※別添写しについては、添付を省略しています。 

別添１ 
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法に違反するものであること。 

(ｲ) 前記イの表示は、本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものより

も著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し 

ア 前記⑴アの表示と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、

これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役

員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し 

ア 前記⑴アの表示と同様の表示を行うことにより、当該商品の内容について、一般消

費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示をしてはならない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 株式会社ＯＴＯＧＩＮＯ（以下「ＯＴＯＧＩＮＯ」という。）は、大分県日田市北友

田二丁目２１２３番地１に本店を置き、飲料水、化粧品、日用雑貨品等の販売を営む事

業者である。 

⑵ ＯＴＯＧＩＮＯは、本件商品を自ら又は小売業者を通じて一般消費者に販売してい

る。 

⑶ ＯＴＯＧＩＮＯは、本件商品に係る別表１及び別表２「表示媒体」欄記載の表示媒体

の表示内容を自ら決定している。 

⑷ア(ｱ) ＯＴＯＧＩＮＯは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、令和２

年７月９日及び同年８月２９日に、本件商品の容器に貼付したラベルにおいて、

「成分：次亜塩素酸水 ５０ｐｐｍ」と表示するなど、別表１「表示期間」欄記載

の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載

のとおり表示することにより、あたかも、本件商品における有効塩素濃度は、５０

ｐｐｍであるかのように示す表示をしていた。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍを大幅に下回るもの

であった。 

イ(ｱ) ＯＴＯＧＩＮＯは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、令和２

年９月２４日に、「楽天市場」と称するウェブサイトに開設した「おとぎの国」と

称する自社ウェブサイトにおいて、「・９９．９％瞬間除菌！ウイルスも瞬時に撃
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退！」等と表示するなど、別表２「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」

欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、

あたかも、本件商品を使用することで、本件商品の内容物に接した菌及びウイ

ルスが瞬時に９９．９パーセント除菌及び除去される効果があるかのように示

す表示をしていた。 

(ｲ) 消費者庁長官は、前記(ｱ)の表示について、景品表示法第５条第１号に該当する

表示か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、ＯＴＯＧＩＮＯ

に対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出

を求めたところ、ＯＴＯＧＩＮＯは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料

を提出したが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すもので

あるとは認められないものであった。 

 

３ 法令の適用 

前記事実によれば 

⑴ ＯＴＯＧＩＮＯは、自己の供給する本件商品の取引に関し、本件商品の内容につい

て、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不当に

顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると

認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第５条第１号に該当す

るものである。 

⑵ ＯＴＯＧＩＮＯが自己の供給する本件商品の取引に関し行った表示は、景品表示法

第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件商品の内容について、

一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不当に顧客

を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認め

られる表示とみなされるものである。 

⑶ 前記⑴の行為及び前記⑵の表示をしていた行為は、景品表示法第５条の規定に違反

するものである。 

 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

3



⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１） 行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、

この処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴え

を提起することができなくなる。 

（注２） 行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決

があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができ

る。ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日

の翌日から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して

１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別
表
１
 

表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

令
和

２
年
 

７
月

９
日
 

及
び

同
年
 

８
月
２
９
日
 

容
器
包
装
に
貼
付
し
た
ラ
ベ
ル

 
・
「
成
分
：
次
亜
塩
素
酸
水
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

（
別
添
写
し
１
）
 

令
和

２
年
 

８
月
２
０
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た

「
お
と
ぎ
の
国
」
と
称
す
る
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
２
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た

「
Ｍ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
 
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
」
と
称
す
る
自
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
 

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
３
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た

「
液
晶
王
国
」
と
称
す
る
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
４
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
開
設
し
た
「
お
と
ぎ
の
国
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
・
塩
素
濃
度
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
５
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
開
設
し
た
「
お
と
ぎ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
」
と
称

す
る
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」

・
「
・
塩
素
濃
度
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」
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（
別
添
写
し
６
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
開
設
し
た
「
液
晶
王
国
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」

・
「
・
塩
素
濃
度
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
７
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
モ
ー
ル
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
開
設
し
た
「
ま
ぼ
ろ
し
屋
」
と
称
す
る
自
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

・
「
・
塩
素
濃
度
：
５
０
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
８
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｑ
ｏ
ｏ
１
０
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し

た
「
お
と
ぎ
の
国

 
Ｑ
ｏ
ｏ
１
０
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト

 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
９
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
開
設
し
た
「
お
と
ぎ
の
国
」
と
称
す
る
自
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
 

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
・
塩
素
濃
度
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
１
０
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
ポ
ン
パ
レ
モ
ー
ル
」
と
称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開

設
し
た
「
お
と
ぎ
の
国
 
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」
と
称
す
る

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
Ｏ
Ｘ
 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」

（
別
添
写
し
１
１
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
塩
素
濃
度
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
製
造
時
）
」
 

（
別
添
写
し
１
２
）
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別
表
２
 

表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

令
和

２
年
 

７
月

９
日
 

及
び

同
年
 

８
月
２
９
日
 

容
器
包
装
に
貼
付
し

た
ラ
ベ
ル
 

「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
」
 

（
別
添
写
し
１
）
 

令
和

２
年
 

８
月
２
０
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
開
設
し
た
「
お
と

ぎ
の
国
」
と
称
す
る

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
」

・
「
瞬
間
除
菌
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中

和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ

 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜

塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画
像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
製
法

特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力

 
○⊚
 
瞬
時
に
除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ

ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下
に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は

全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が
一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
原
因
菌
に
即
効
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。
 
特
許
技
術
採
用
（
第
６
２
３
０
０

７
９
号
）
の
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

7



（
別
添
写
し
２
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
開
設
し
た
「
Ｍ
ｅ

ｒ
ｒ
ｙ

 
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ

ｅ
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中

和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ

 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜

塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画
像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
製
法

特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力

 
○⊚
 
瞬
時
に
除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ

ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下
に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は

全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が
一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
原
因
菌
に
即
効
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
・
特
許
技
術
採
用
（
第
６
２
３
０
０

７
９
号
）
の
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
３
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
楽
天
市
場
」
と
称

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
開
設
し
た
「
液
晶

王
国
」
と
称
す
る
自

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
一
般
的
な
除
菌
剤
成
分
と
の
比
較
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素

系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中
和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画

8



像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力
 
○⊚
 
瞬
時
に

除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下

に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が

一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
原
因
菌
に
即
効
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
（
第
６
２
３
０
０

７
９
号
）
の
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
４
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ

ａ
ｈ

ｏ
ｏ

！

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と

称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
開
設
し
た
「
お

と
ぎ
の
国
」
と
称
す

る
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
 

・
「
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
瞬
時
に
撃
退
！
」
及
び
「
瞬
間
除
菌
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中

和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ

 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜

塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画
像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
製
法

特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力

 
○⊚
 
瞬
時
に
除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ

ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下
に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は

全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が
一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

9



抑
制
」
 

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
の
安
定
化
次
亜
塩

素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
５
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ

ａ
ｈ

ｏ
ｏ

！

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と

称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
開
設
し
た
「
お

と
ぎ

の
メ

デ
ィ

カ

ル
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
瞬
時
に
撃
退
！
」
及
び
「
瞬
間
除
菌
」

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
一
般
的
な
除
菌
剤
成
分
と
の
比
較
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素

系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中
和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画

像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力
 
○⊚
 
瞬
時
に

除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下

に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が

一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
の
安
定
化
次
亜
塩

素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
６
）
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令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｙ

ａ
ｈ

ｏ
ｏ

！

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と

称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
開
設
し
た
「
液

晶
王
国
」
と
称
す
る

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
の
安
定
化
次
亜
塩

素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
７
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｐ

ａ
ｙ

Ｐ
ａ

ｙ

モ
ー
ル
」
と
称
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開

設
し
た
「
ま
ぼ
ろ
し

屋
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！

 
次
亜
塩
素
酸
水
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
一
般
的
な
除
菌
剤
成
分
と
の
比
較
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素

系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中
和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画

像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力
 
○⊚
 
瞬
時
に

除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下

に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が

一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
（
第
６
２
３
０
０

７
９
号
）
の
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
８
）
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令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
Ｑ
ｏ
ｏ
１
０
」
と

称
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
開
設
し
た
「
お

と
ぎ
の
国

 
Ｑ
ｏ
ｏ

１
０
」
と
称
す
る
自

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
一
般
的
な
除
菌
剤
成
分
と
の
比
較
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素

系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中
和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画

像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力
 
○⊚
 
瞬
時
に

除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下

に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が

一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
の
よ
く
あ
る
ご
質
問
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
、
「
■
Ｏ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
安
定
型
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
次
亜
塩
素
酸
水
と
呼
ば
れ
る
物
と
は
何
が
違
う
の
で
す
か

 
主
成
分
が
違
い
ま
す
。

 
Ｏ
Ｘ

シ
リ
ー
ズ
は
、
主
成
分
の
大
半
が
Ｈ
Ｃ
ｌ
Ｏ
で
、
菌
の
細
胞
膜
を
も
瞬
時
に
破
壊
す
る
優
れ
た
成
分
で
す
。
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
プ
ー
ル
や
水
道
な
ど
の
消
毒
に
利
用
さ
れ
る
塩
素
系
漂
白
剤
の
成
分
で
、
Ｃ
ｌ
Ｏ
－
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。
除
菌
力
は
あ
り
ま
す
が
反
応
速
度
が
遅
く
、
い
つ
ま
で
も
塩
素
臭
が
残
る
の
が
特
徴
で
す
。
弱
ア
ル
カ

リ
性
の
安
定
型
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
も
ほ
ぼ
同
じ
成
分
で
、
わ
ず
か
に
Ｈ
Ｃ
ｌ
Ｏ
を
含
み

ま
す
の
で
ウ
イ
ル
ス
に
も
反
応
し
ま
す
が
、
反
応
速
度
は
Ｏ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
の
１
／
８
０
で
す
。
 
様
々
な
生
成
方
法
が

あ
る
次
亜
塩
素
酸
水
は
Ｈ
Ｃ
ｌ
Ｏ
が
主
成
分
で
す
の
で
優
れ
た
除
菌
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
成
分
が
安
定
し
な
い

た
め
直
ぐ
に
効
果
が
な
く
な
る
事
が
弱
点
で
す
。
Ｏ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
の
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
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ウ
ム
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
部
分
だ
け
を
独
自
の
技
術
（
特
許
製
法
）
で
取
り
除
く
事
に
成
功
し
た
、
非
常
に
安
定
的
な
成
分

で
す
。
強
力
な
除
菌
効
果
を
維
持
し
つ
つ
１
～
３
年
の
長
期
保
存
が
可
能
で
す
。
」
及
び
「
■
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の
有

効
濃
度
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
（
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
）
と
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
（
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
）
、
い
ず

れ
も
ウ
イ
ル
ス
は
噴
霧
直
後
に
一
気
に
減
少
し
ま
す
。
特
に
、
季
節
性
・
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
の
実
験
で
は
、
１
０
０
ｐ

ｐ
ｍ
の
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
に
お
い
て
噴
霧
直
後
９
９
．
９
９
％
減
少
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
 
以
上
か
ら
、
５
０
ｐ

ｐ
ｍ
以
上
の
濃
度
で
効
果
ご
ざ
い
ま
す
が
、
濃
度
が
高
い
方
が
よ
り
瞬
時
に
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
え
ま
す
。
」

 

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
 
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
の

安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
９
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
と
称
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開

設
し
た
「
お
と
ぎ
の

国
」
と
称
す
る
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
「
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！

 
次
亜
塩
素
酸
水
」

・
「
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
瞬
時
に
撃
退
！
」
及
び
「
瞬
間
除
菌
」

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中

和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ

 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜

塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画
像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水
 
製
法

特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力

 
○⊚
 
瞬
時
に
除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ

ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下
に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は

全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が
一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」
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（
別
添
写
し
１
０
）
 

令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

「
ポ

ン
パ

レ
モ

ー

ル
」
と
称
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し

た
「
お
と
ぎ
の
国

 

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」
と

称
す
る
自
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

・
「
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
瞬
時
に
撃
退
！
」
及
び
「
瞬
間
除
菌
」

・
「
Ｏ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
 
次
亜
塩
素
酸
水
 
ス
プ
レ
ー
 
オ
ッ
ク
ス
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
３
０
０
ｍ
ｌ
 
除
菌
消
臭
ス
プ
レ
ー

長
期
保
存
タ
イ
プ
 
ウ
イ
ル
ス
対
策
 
赤
ち
ゃ
ん
に
も
使
え
る
の
で
安
心

 
マ
ス
ク
 
日
本
製

 
加
湿
器
除
菌
に
 

エ
ア
ロ
ゾ
ル

 
ク
ラ
ス
タ
ー
 
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

 
次
亜
塩
素
酸
水
 
ス
プ
レ
ー
 
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
は
、
９
９
．

９
％
瞬
間
除
菌
・
消
臭
が
で
き
る
除
菌
剤
、
消
臭
剤
で
す
。
ペ
ッ
ト
や
赤
ち
ゃ
ん
に
も
使
え
る
 
マ
ス
ク
 
日
本
製
」
 

・
「
強
力

 
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
 
臭
い
も
元
か
ら
分
解
し
ま
す
」

・
「
９
９
．
９
％
 
瞬
間
除
菌
」

・
「
一
般
的
な
除
菌
剤
成
分
と
の
比
較
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素

系
漂
白
剤
）
」
、
「
次
亜
塩
素
酸
水
（
電
解
法
、
中
和
法
）
」
及
び
「
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
：
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
 
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
：

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
」
と
付
記
の
あ
る
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
を
比
較
し
た
表
の
画

像
に
お
い
て
、
「
安
定
化
次
亜
塩
素
酸
水

 
製
法
特
許
（
イ
オ
ン
交
換
法
）
」
に
つ
い
て
、
「
除
菌
力
 
○⊚
 
瞬
時
に

除
菌
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
 
◎
 
Ｏ
Ｘ
ミ
ス
ト
 
○⊚
Ｏ
Ｘ
シ
ャ
ワ
ー
 
即
時
に
除
去
」
並
び
に
同
表
の
直
下

に
お
い
て
、
「
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
は
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
効
果
と
安
全
性
が

一
目
瞭
然

・
・

・
・

！
」
 

・
「
次
亜
塩
素
酸
水
が
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機
物
に
触
れ
る
と
、
瞬
時
に
反
応
し
て
除
菌
し
ま
す
。
」

・
「
菌
・
ウ
イ
ル
ス
抑
制
実
験
」
、
「
突
発
性
ウ
イ
ル
ス
・
季
節
性
ウ
イ
ル
ス
を
」
及
び
「
接
種
直
後
 
９
９
．
９
％

抑
制
」

・
「
・
９
９
．
９
％
瞬
間
除
菌
！
ウ
イ
ル
ス
も
瞬
時
に
撃
退
！
」

・
「
Ｏ
Ｘ

 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
－
オ
ッ
ク
ス
ミ
ス
ト
」
及
び
「
・
毎
日
の
除
菌
・
消
臭
に
。

 
特
許
技
術
採
用
の
安
定
化
次
亜
塩

素
酸
水
が
、
あ
ら
ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
悪
臭
を
瞬
間
的
に
徹
底
除
去
し
ま
す
。
」

（
別
添
写
し
１
１
）
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令
和

２
年
 

９
月
２
４
日
 

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
時
間
を
か
け
ず
一
瞬
で
９
９
．
９
％
除
菌
！
」

（
別
添
写
し
１
２
）
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消表対第３５９号 

令和３年３月９日 

株式会社マトフアー・ジヤパン 

代表取締役 大東 俊隆 殿 

消費者庁長官 伊藤 明子
　（公印省略）  

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「微弱酸性次亜塩素酸水 アクアトロン🄬🄬 ＭＡＴＦＥＲ ＪＡ

ＰＡＮ」と称する商品（以下「本件商品」という。）の取引について、不当景品類及び不当

表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表示法」という。）第５条の規定によ

り禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を行っていたので、同法第７条第１項

の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に販売する本件商品に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、令和２年７月１日に、「楽

天市場」と称するウェブサイトに開設した「ＭＡＴＦＥＲ ｓｈｏｐ」と称する自

社ウェブサイト（以下「本件ウェブサイト」という。）において、「有効塩素濃度

５０ｐｐｍ」、「有効塩素濃度５０～８０ｐｐｍ」、「アクアトロン🄬🄬有効塩素濃

度５０ｐｐｍ±１０」、「●有効塩素濃度が５０～８０ｐｐｍで低刺激の微弱酸性

です。」、「当店の製品は有効塩素濃度５０ｐｐｍ、ｐＨ値は５．０～６．５で調

整されています。」及び「当店の、アクアトロン🄬🄬は次亜塩素酸水の中でも微弱酸

性に電気分解されており、ｐＨ値５．０～６．５、有効塩素濃度については、５０

ｐｐｍ（±１０）で調整された次亜塩素酸水です。」と表示することにより、あた

かも、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍ程度であるかのように示す表

示をしていたこと。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍを大幅に下回るもの

であったこと。 

イ 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、令和２年７月１日に、本件

ウェブサイトにおいて、「新型コロナウイルスを２０秒で９９．９９％不活性化※」、

「※ＮＩＴＥ（独立行政法人 製品評価技術基盤機構）が６月２６日（金）に公式発

※別添写しについては、添付を省略しています。 
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表を行いました。」及び「あらゆる菌・ウイルスを瞬時に除菌します。」と表示する

ことにより、あたかも、本件商品を使用することで、本件商品の内容物に接した新型

コロナウイルスを２０秒で９９．９９パーセント不活性化する効果があるかのよう

に示す表示をしていたこと。 

ウ(ｱ) 前記ア(ｱ)の表示は、前記ア(ｲ)のとおりであって、本件商品の内容について、

一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品

表示法に違反するものであること。 

(ｲ) 前記イの表示は、本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよ

りも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し

ア 前記⑴アの表示と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、

これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役

員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し

ア 前記⑴アの表示と同様の表示を行うことにより、当該商品の内容について、一般消

費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示をしてはならない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 株式会社マトフアー・ジヤパン（以下「マトフアー・ジヤパン」という。）は、神戸

市中央区小野浜町９番７３号に本店を置き、調理器具、食品機械の輸出入及び販売業等

を営む事業者である。 

⑵ マトフアー・ジヤパンは、本件商品を自ら通信販売の方法により一般消費者に販売し

ている。 

⑶ マトフアー・ジヤパンは、本件ウェブサイトの表示内容を自ら決定している。

⑷ア(ｱ) マトフアー・ジヤパンは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり，令和２年

７月１日に、本件ウェブサイト（別添写し）において、「有効塩素濃度５０ｐｐｍ」、

「有効塩素濃度５０～８０ｐｐｍ」、「アクアトロン🄬🄬有効塩素濃度５０ｐｐｍ±

１０」、「●有効塩素濃度が５０～８０ｐｐｍで低刺激の微弱酸性です。」、「当

店の製品は有効塩素濃度５０ｐｐｍ、ｐＨ値は５．０～６．５で調整されていま

す。」及び「当店の、アクアトロン🄬🄬は次亜塩素酸水の中でも微弱酸性に電気分解
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されており、ｐＨ値５．０～６．５、有効塩素濃度については、５０ｐｐｍ（±１

０）で調整された次亜塩素酸水です。」と表示することにより、あたかも、本件商

品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍ程度であるかのように示す表示をしてい

た。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、５０ｐｐｍを大幅に下回るもの

であった。 

イ(ｱ) マトフアー・ジヤパンは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、令和２

年７月１日に、本件ウェブサイトにおいて、「新型コロナウイルスを２０秒で９

９．９９％不活性化※」、「※ＮＩＴＥ（独立行政法人 製品評価技術基盤機構）

が６月２６日（金）に公式発表を行いました。」及び「あらゆる菌・ウイルスを

瞬時に除菌します。」と表示することにより、あたかも、本件商品を使用するこ

とで、本件商品の内容物に接した新型コロナウイルスを２０秒で９９．９９パー

セント不活性化する効果があるかのように示す表示をしていた。

(ｲ) 消費者庁長官は、前記(ｱ)の表示について、景品表示法第５条第１号に該当す

る表示か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、マトフアー・

ジヤパンに対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資

料の提出を求めたところ、マトフアー・ジヤパンは、当該期間内に表示に係る裏

付けとする資料を提出したが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根

拠を示すものであるとは認められないものであった。 

３ 法令の適用 

前記事実によれば 

⑴ マトフアー・ジヤパンは、自己の供給する本件商品の取引に関し、本件商品の内容に

ついて、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不

当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあ

ると認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第５条第１号に該

当するものである。 

⑵ マトフアー・ジヤパンが自己の供給する本件商品の取引に関し行った表示は、景品表

示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件商品の内容につい

て、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不当に

顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると

認められる表示とみなされるものである。 

⑶ 前記⑴の行為及び前記⑵の表示をしていた行為は、景品表示法第５条の規定に違反

するものである。 

４ 法律に基づく教示 
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⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１） 行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、

この処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴え

を提起することができなくなる。 

（注２） 行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決

があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができ

る。ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日

の翌日から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して

１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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消表対第３６０号 

令和３年３月９日 

株式会社遊笑 

代表取締役 紺谷 のりえ 殿 

消費者庁長官 伊藤 明子
（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「コロバスター」と称する商品（以下「本件商品」という。）の

取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表

示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に販売する本件商品に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、令和２年８月２１日に、

「楽天市場」と称するウェブサイトに開設した「ｐｒｅｍｉｕｍｓｈｏｐ．ｏｎ－

ｌｉｎｅ」と称する自社ウェブサイト（以下「本件ウェブサイト」という。）にお

いて、「【ｐｐｍ（濃度）】１００ｐｐｍ」及び「１００％の次亜塩素酸水で１０

０ｐｐｍの殺菌力。」と表示することにより、あたかも、本件商品における有効塩

素濃度は、１００ｐｐｍであるかのように示す表示をしていたこと。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、１００ｐｐｍを大幅に下回るも

のであったこと。 

イ 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり

(ｱ) 令和２年７月２８日に、本件商品の容器に貼付したラベルにおいて、「９９．

９％瞬間除菌」と表示することにより 

(ｲ) 令和２年８月２１日に、本件ウェブサイトにおいて、「次亜塩素酸水は、スピー

ド除菌に定評があり、様々な用途で便利に使用できます。」、「理由２ 速攻除菌

９９％以上の除菌力」、「次亜塩素酸水は高い速攻性と安全性が認められてお

り、様々な用途で便利に使用できます。」及び「９９％以上瞬間除菌」と表示する

ことにより 

あたかも、本件商品を使用することで、本件商品の内容物に接した菌が瞬時に９

※別添写しについては、添付を省略しています。 
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９パーセント除菌される効果があるかのように示す表示をしていたこと。 

ウ(ｱ) 前記ア(ｱ)の表示は、前記ア(ｲ)のとおりであって、本件商品の内容について、一

般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示

法に違反するものであること。 

(ｲ) 前記イの表示は、本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよ

りも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し 

ア 前記⑴アの表示と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、

これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役

員及び従業員に周知徹底しなければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し 

ア 前記⑴アの表示と同様の表示を行うことにより、当該商品の内容について、一般消

費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。 

イ 表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴イの表示

と同様の表示をしてはならない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 株式会社遊笑（以下「遊笑」という。）は、福井市田原一丁目１１番１２号に本店を

置き、化粧品の製造販売業等を営む事業者である。 

⑵ 遊笑は、本件商品を通信販売の方法により一般消費者に販売している。 

⑶ 遊笑は、本件ウェブサイト及び本件商品に係る容器に貼付したラベルの表示内容を

自ら決定している。 

⑷ア(ｱ) 遊笑は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、令和２年８月２１日に、本

件ウェブサイト（別添写し１）において、「【ｐｐｍ（濃度）】１００ｐｐｍ」及

び「１００％の次亜塩素酸水で１００ｐｐｍの殺菌力。」と表示することによ

り、あたかも、本件商品における有効塩素濃度は、１００ｐｐｍであるかのように

示す表示をしていた。 

(ｲ) 実際には、本件商品における有効塩素濃度は、１００ｐｐｍを大幅に下回るも

のであった。 

イ(ｱ) 遊笑は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり 

ａ 令和２年７月２８日に、本件商品の容器に貼付したラベル（別添写し２）にお

いて、「９９．９％瞬間除菌」と表示することにより 
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ｂ 令和２年８月２１日に、本件ウェブサイトにおいて、「次亜塩素酸水は、ス

ピード除菌に定評があり、様々な用途で便利に使用できます。」、「理由２

 速攻除菌 ９９％以上の除菌力」、「次亜塩素酸水は高い速攻性と安全性

が認められており、様々な用途で便利に使用できます。」及び「９９％以上

瞬間除菌」と表示することにより 

あたかも、本件商品を使用することで、本件商品の内容物に接した菌が瞬時に

９９パーセント除菌される効果があるかのように示す表示をしていた。 

  (ｲ) 消費者庁長官は、前記(ｱ)の表示について、景品表示法第５条第１号に該当する

表示か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、遊笑に対し、期間

を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたとこ

ろ、遊笑は、当該期間内に当該資料を提出しなかった。 

 

３ 法令の適用 

 前記の事実によれば 

⑴ 遊笑は、自己の供給する本件商品の取引に関し、本件商品の内容について、一般消費

者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不当に顧客を誘引

し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められる

表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第５条第１号に該当するものであ

る。 

⑵ 遊笑が自己の供給する本件商品の取引に関し行った表示は、景品表示法第７条第２

項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件商品の内容について、一般消費者

に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不当に顧客を誘引し、

一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められる表示

とみなされるものである。 

⑶ 前記⑴の行為及び前記⑵の表示をしていた行為は、景品表示法第５条の規定に違反

するものである。 

 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 
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⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１） 行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、

この処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴え

を提起することができなくなる。 

（注２） 行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決

があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができ

る。ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日

の翌日から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して

１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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